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TAMBA CITY

丹波市



　

丹
波
市
は
、
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
東
部
に
位
置
し
、
美
し
い

自
然
と
懐
か
し
い
田
園
風
景
が
広
が
る
緑
豊
か
な
地
域
の
中
に

様
々
な
地
域
資
源
を
有
し
て
お
り
、
平
成
16
年
11
月
に
６
つ
の

個
性
豊
か
な
特
色
を
も
つ
町
が
合
併
し
、
誕
生
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
丹

波
市
で
は
市
民
の
方
々
と
心
を
通
わ
せ
、
持
続
可
能
な
丹
波
市

の
創
造
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
づ
く
り
や
活
力
あ
る
産
業
の
発

展
な
ど
、
市
民
が
誇
り
を
持
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
「
帰
っ
て

こ
い
よ
」
と
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
で
は
、
丹
波
市
の
観
光
や
伝
統
文
化
、
誇
り
な
ど

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
よ
う
と
す

る
丹
波
市
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Tamba City is located in the central-eastern part of Hyogo prefecture. Situated among　
beautiful nature, it is abundant with various regional resources such as rural landscapes　
that evokes feelings of nostalgia. The city was formed in November 2004 by merging six　
distinctive towns, each with its own unique qualities.
Amid concerns over the declining population, the declining birthrate and the aging　
society, Tamba City is committed to promoting mutual understanding with its citizens, 
creating sustainable city and safe community, and developing vigorous industries. We are 
doing our best to develop a community that people living there can say proudly to young 
people “Come back to our hometown and live together”. 
In this brochure, we introduce key sightseeing spots, traditional culture and the pride of　
Tamba city.
We are very glad if all of you come to see Tamba City and experience its eff orts to achieve　
further growth.

丹波市長　林　時彦 
Mayor of Tamba City  Tokihiko Hayashi

四 季 の 彩 り と 伝 統 を 感 じ な が ら
　 　 　 　 　 　 　 輝 く 未 来 を 創 造 で き る ま ち

市島地域：白毫寺（Ichijima area : Byakugou-ji temple） 山南地域：丹波竜の里公園（Sannan area : Tambaryu no sato park） 氷上地域：かたくりの里（Hikami area : Katakuri no sato）

丹波市

兵庫県

青垣地域：岩屋山山頂（Aogaki area : From the summit of Mt. Iwaya）

A  c i t y  t h a t  c a n  c r e a t e  a  s h i n i n g  f u t u r e  w i t h  f e e l i n g  o f  
c o l o r s  a n d  t r a d i t i o n s  o f  t h e  f o u r  s e a s o n s

こ
の
ま
ち
と  

と
も
に

　

丹
波
市
の
歌           

作
詞      

秋
山
知
美

　
　
　

                   

作
曲
・
編
曲　

千
住　

明

緑
の
木
に
抱
か
れ
た　

私
た
ち
の
故
郷
は

鳥
の
さ
え
ず
り
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に　

木
も
れ
日
降
り
注
ぐ
町

ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
て
た　

夢
の
か
け
ら
を
探
し
て

懐
か
し
さ
溢
れ
出
す
ア
ル
バ
ム
を　

開
く
時
は
今

悲
し
み
や
痛
み
さ
え　

い
つ
の
日
か
越
え
ら
れ
る
よ

歩
き
出
そ
う　

空
を
翔
く
鳥
が

描
き
出
す
輝
く
光
が

大
き
な
力
に
な
る　

こ
の
ま
ち
と
と
も
に
生
き
て
い
こ
う

春
の
川
沿
い
の
桜　

夏
の
夜
に
光
る
蛍

夕
陽
浴
び
き
ら
め
く
稲
穂
の
秋　

雪
解
け
待
つ
冬

こ
ん
な
に
も
そ
ば
に
あ
る　

何
気
な
い
宝
物
さ

見
つ
け
出
そ
う　

空
を
見
上
げ
る
と
今

動
き
出
す
愛
し
い
世
界
が

大
き
な
力
に
な
る　

信
じ
た
夢
へ
と
つ
な
げ
よ
う

歩
き
出
そ
う　

空
を
翔
く
鳥
が

描
き
出
す
輝
く
光
が

大
き
な
力
に
な
る　

遥
か
な
歴
史
を
紡
い
で

こ
の
ま
ち
と
と
も
に
生
き
て
い
こ
う
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水分れ公園本州一低い中央分水界

丹波竜化石工房 ちーたんの館 古代を体感

パラグライダー 空から丹波の大自然を満喫

木の根橋　（大ケヤキ）川を渡る県の天然記念物

黒井城跡 360 度雲海に包まれる美しき城跡九尺ふじ息をのむほどの優雅な姿

　

日
本
海
側
と
太
平
洋
側
の
ど
ち
ら
か

に
水
が
流
れ
る
境
界
を
中
央
分
水
界
と

言
い
、
水
分
れ
公
園
の
位
置
は
本
州
一

低
い
中
央
分
水
界
（
標
高
95
m
）
の
う

ち
最
東
端
に
あ
た
り
ま
す
。
分
水
界
を

象
徴
す
る
人
工
の
池
な
ど
を
設
け
て
お

り
、
水
と
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
く
に
あ
る
「
氷
上
回
廊
水
分
れ
フ
ィ
ー

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
は
模
型
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
、
市
内
で
日
本
最
大
級
の

大
型
植
物
食
恐
竜
の
化
石
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。「
丹
波
竜
化
石
工
房
ち
ー
た

ん
の
館
」
で
は
、丹
波
竜
（
タ
ン
バ
テ
ィ

タ
ニ
ス
・
ア
ミ
キ
テ
ィ
ア
エ
）
の
全
身

骨
格
模
型
を
中
心
に
展
示
。
見
て
、触
っ

て
、
楽
し
み
な
が
ら
恐
竜
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

貴
重
な
体
験
が
で
き
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

テ
イ
ク
オ
フ
に
適
し
た
山
が
あ
り
、

大
気
が
混
ざ
り
合
っ
て
気
流
が
活
発
な

青
垣
地
域
で
は
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
気
と
風

の
状
況
が
よ
い
日
に
は
、
風
を
操
り
な

が
ら
優
雅
に
空
を
舞
う
人
た
ち
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

標
高
6
3
0
ｍ
の
岩
屋
山
か
ら
の

風
景
を
眺
め
な
が
ら
空
中
散
歩
を
楽
し

め
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
2
人

乗
り
す
る
「
タ
ン
デ
ム
コ
ー
ス
」
で
は
、

空
中
で
の
写
真
撮
影
も
可
能
で
す
。

　

川
を
ま
た
い
で
橋
に
な
っ
た
、
木
の

根
橋
。
樹
齢
1
0
0
0
年
以
上
と
も
推

定
さ
れ
る
ケ
ヤ
キ
の
木
の
根
の
一
本
が

太
く
成
長
し
、
直
下
を
流
れ
る
奥
村
川

を
ま
た
い
で
対
岸
の
地
下
に
も
ぐ
り
込

み
、
長
さ
10
m
に
も
及
ぶ
自
然
の
橋
梁

を
形
づ
く
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
木
の

根
橋
」
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
季
の
変
化
の
美
し
さ
と
と
も
に
、

県
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

丹
波
の
赤
鬼
と
名
を
は
せ
た
荻
野

（
赤
井
）
直
正
が
城
主
の
黒
井
城
跡
。

　

中
世
の
城
郭
か
ら
近
世
城
郭
へ
の
変

遷
が
分
か
る
城
と
し
て
評
価
さ
れ
、
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

城
跡
か
ら
望
む
3
6
0
度
の
パ
ノ

ラ
マ
の
風
景
は
見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

特
に
春
と
秋
は
雲
海
の
発
生
率
も
高
く
、

雲
海
を
望
め
る
山
城
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

ひ
そ
か
に
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

7
0
5
年
に
開
基
さ
れ
た
古
刹
、
白

び
ゃ
く

毫ご
う
じ寺

。
5
月
上
旬
よ
り
優
美
な
九
尺
ふ

じ
が
見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
約

1
2
0
ｍ
に
渡
る
藤
棚
は
、
1
ｍ
を
超

す
花
穂
が
薄
紫
の
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に

広
が
り
、
甘
い
香
り
が
漂
い
ま
す
。

　

日
没
後
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ

れ
、
あ
た
り
一
面
幻
想
的
な
雰
囲
気
に

つ
つ
ま
れ
、
昼
間
と
は
全
く
違
う
姿
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Miwakare park
The boundary where water flows toward either the 
Japan Sea or the Pacific Ocean is called the central 
watershed. The location of Miwakare park is at the 
eastern end of the lower-central watershed (sea 
level:95m), which is the lowest in Honshu. There are 
artifi cial ponds symbolizing the watershed, so you can 
experience the water. Models and such are displayed 
in the "Hikamikairo watershed fi eld  museum" nearby.

Tamba dinosaur fossil lab
In 2006, a fossil of the largest “giant plant-eating dinosaur”in 
Japan was discovered in Tamba city.
"Tamba dinosaur fossil lab" exhibits an almost complete 
skeleton model of Tamba dinosaur (Tamba titanis · amicitiae). 
You can learn about dinosaurs while watching, touching and 
enjoying.
Events such as workshops and seminars are held, where you 
can have valuable experiences.

兵庫県丹波市山南町谷川 1110
（丹波市役所山南支所横）
☎（0795）77-1887　10：00 ～ 16：00
（4/1 ～ 10/31 は 17：00 まで）
月曜日休館（祝日の場合は翌平日）
年末年始休館
入館料 210 円（小中学生 100 円）

隣接施設「氷上回廊水分れフィールドミュージアム」
兵庫県丹波市氷上町石生 1155
☎（0795）82-5912
10：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
月曜日休館（祝日の場合は翌平日）
年末年始休館
入館料 210 円（小中学生 100 円）

兵庫県丹波市春日町黒井

Paragliding
In the Aogaki area where there are mountains 
suitable for takeoff ,  paragliding is actively 
performed. On a day with good weather and wind 
conditions, you can see the people twirling in the 
sky graciously while manipulating the wind.
You can enjoy a romp through the skies while 
watching the scenery from Mt.Iwaya at an altitude 
of 630m. In the "Tandem Course", one person rides 
with an instructor. It is also possible to take photos 
while in the air.

Kuroi-jo Castle Ruins
Naomasa Ogino (Akai), also known as “Akuemon” or 
“the red demon of Tamba”, was the ruler of Kuroi-jo 
Castle Ruins. It is famous for being a mountain castle 
ruin of the Sengoku Period.
Recognized for its features showing the transition 
from medieval to a modern style Japanese castle, it 
is registered as a National Historic Site. 

Kyushaku Fuji（wisteria fl owers）
Byakugou-ji temple was founded in the year 705. 
Beautiful Kyushaku Fuji are elegantly blooming 
from the beginning of May. The wisteria trellis, 
which extends over 120 meters, spreads like a 
light purple curtain over 1 meter wide, with a 
sweet scent.
After sunset, the area is lit up beautifully, 
creating a fantastic and enchanting atmosphere, 
and you can experience a completely diff erent 
appearance from daytime.

兵庫県丹波市市島町白毫寺 709
花の見頃：5月上旬～中旬　

ようこそ丹波市へ

観るほどに魅力あふれるまち
Kinone bashi
Kinone bashi is a large Zelkova tree that spans 
a river. One of the roots of the Zelkova tree is 
presumed to be over 1,000 years old and grows 
thick. It straddles the Okumura River which 
flows beneath it and enters an underground 
passage at the opposite shore, forming a 
natural bridge that extends over 10 m in length. 
It is also called the "Kinone bridge".
Along with the beauty of the changing seasons, 
it is also designated as a natural treasure of the 
prefecture.

兵庫県丹波市柏原町柏原

兵庫県丹波市青垣町
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Tamba Dainagon Azuki bean
The birthplace of the Tamba Dainagon Azuki bean is said 
to be in the Kasuga area. Because it is hard to break even 
when boiled, it symbolizes resilience; For that reason, it 
was named "Dainagon Azuki bean" in reference to the 
crown position of samurai hierarchy,“Dainagon”. It is said 
to be rare and expensive in the past and was presented 
to the court, with features such as "strong sweetness, a 
cocoon-shape, skin-thin, and a beautiful gloss" etc. It is 
also used for high class Japanese confectionery.

Tamba Chestnut
Tamba chestnuts have been considered as very important 
since ancient times, and were listed in the Kojiki, 
Manyoshu, Nihon Shoki. They were also presented to the 
court and the shogunate.
There are varieties such as "Ginyose", "Tsukuba", and 
"Tanzawa". Among these types "Ginyose" is something 
special as it was named “Gin” (silver) because it was 
possible to exchange it with silver when taking it to the 
market.
Sweet and large chestnut fruit are also highly appreciated 
in the current market, and many Japanese sweets and 
confectionery are being sold, including stewed cookies 
and chestnut rice.

　

春
日
地
域
が
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
丹
波
大
納

言
小
豆
。
煮
詰
め
て
も
割
れ
に
く
い
こ
と
か
ら
、

殿
中
で
抜
刀
し
て
も
切
腹
を
し
な
い
で
す
む
大
納

言
の
冠
位
に
例
え
て
、「
大
納
言
小
豆
」
と
名
付

け
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

古
く
は
朝
廷
に
献
上
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
希
少
で

高
価
な
も
の
と
さ
れ
、「
甘
み
が
強
い
・
俵
型
で

皮
が
薄
い
・
光
沢
が
美
し
い
」
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
、
高
級
和
菓
子
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
重
用
さ
れ
て
き
た
丹
波
栗
は
、
古
事

記
や
万
葉
集
、
日
本
書
紀
に
記
載
さ
れ
、
朝
廷
や

幕
府
に
献
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
銀ぎ

ん
よ
せ寄

」、「
筑
波
」、「
丹
沢
」
な
ど
の
品
種
が

あ
り
、
な
か
で
も
「
銀
寄
」
は
「
市
場
へ
持
っ
て

行
く
と
銀
と
交
換
で
き
た
」
こ
と
か
ら
名
が
つ
い

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

甘
く
て
大
き
な
実
は
、
現
在
の
市
場
で
も
高
く

評
価
さ
れ
、
渋
皮
煮
や
栗
ご
は
ん
を
は
じ
め
、
和

菓
子
や
洋
菓
子
も
多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

丹
波
三
宝
と
は

　
「
丹
波
栗
」「
丹
波
黒
大
豆
」「
丹

波
大
納
言
小
豆
」
は
、
丹
波
市
が
全

国
に
誇
る
宝
物
と
も
い
え
る
特
産
物

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
丹
波
三
宝
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
丹
波
三
宝
」
の
特
徴
は
、
丹
波

地
域
特
有
の
気
候
風
土
に
よ
り
、
素

材
の
風
味
が
強
く
比
較
的
粒
が
大
き

い
こ
と
、
古
く
か
ら
朝
廷
や
幕
府
へ

献
上
さ
れ
る
な
ど
伝
統
的
な
産
品
で

あ
っ
た
こ
と
、
農
家
が
こ
だ
わ
り
と

高
い
技
術
を
持
ち
、
守
り
、
育
ん
で

き
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

丹
波
大
納
言
小
豆

収
穫
時
期

11
月
上
旬
〜
11
月
下
旬

丹
波
栗

収
穫
時
期

9
月
上
旬
〜
10
月
中
旬

What are  the Tamba Sanpou?
"Tamba chestnut", "Tamba black soybean", "Tamba 
Dainagon Azuki bean" were named "Tamba Sanpou" 
because they are special products that Tamba City boasts 
nationwide as its proud treasure.
The characteristic of "Tamba Sanpou" is that it is a 
traditional product such that the fl avor of the material is 
strong and the grain is large due to the unique climate 
particular to the Tamba area. Because it was traditionally 
presented to the court and the shogunate, farmers have 
been committed to growing it since ancient times.

Tamba black soybean
Tamba black soybeans bred in the climate and 
atmosphere particular to Tamba City are large in 
size and taste, and are characterized by being shiny 
and hard to break ― even if boiled for a long time. 
It also contains a lot of nutrition such as protein, 
vitamin B1 · B2, polyphenol etc.
Alongside products such as boiled beans and black 
bean tea, black beans harvested before maturity, 
"Tamba black edamame", are also very popular.

　

丹
波
市
特
有
の
気
候
と
風
土
の
中
で
育
ま
れ
る

丹
波
黒
大
豆
は
、
大
粒
で
味
が
よ
く
、
つ
や
や
か

で
長
時
間
煮
て
も
皮
が
破
れ
に
く
い
の
が
特
徴
で

す
。
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
1
・
Ｂ
2
、
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
の
栄
養
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

煮
豆
や
黒
豆
茶
な
ど
の
加
工
品
だ
け
で
な
く
、

成
熟
し
な
い
う
ち
に
収
穫
す
る
「
丹
波
黒
枝
豆
」

が
大
人
気
で
す
。

丹
波
黒
大
豆

収
穫
時
期

黒
枝
豆
10
月
上
旬
〜
10
月
中
旬
／
黒
大
豆
12
月
上
旬
〜
12
月
下
旬

丹

三

波

宝
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福祉人材の確保

一貫した幼児教育を実施世界で活躍できる人材の育成

　

昨
今
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対

象
と
し
た
健
康
と
子
育
て
支
援
の
中
核
的
役

割
を
果
た
す
「
健
康
セ
ン
タ
ー
ミ
ル
ネ
」
を

令
和
元
年
７
月
に
開
設
し
、
隣
接
す
る
「
県

立
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
て
地
域

を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　

ミ
ル
ネ
内
に
健
診
セ
ン
タ
ー
や
健
康
課

（
市
の
健
康
分
野
を
担
当
）
を
設
置
し
、「
県

立
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
隣
接
す
る
こ
と

で
、
健
診
や
保
健
指
導
な
ら
び
に
乳
幼
児
健

診
や
精
密
検
査
を
同
日
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
各
機
関
の
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
早
期
に
的
確
な
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
忙
し
い
人
も

受
診
し
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
訓
練

や
療
育
支
援
な
ど
高
度
で
充
実
し
た
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
こ
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
」
も
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
同
一

敷
地
内
に
市
立
看
護
専
門
学
校
を
配
置
し

て
、
看
護
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
・
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
」
の
各

機
能
を
集
約
し
、
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
施
設
群
を
構
築
し
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
施
設
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

福
祉
人
材
の
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
で
、
福
祉
に
係
る
人
材
の
確
保
と

市
へ
の
移
住
・
定
住
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
内
に
居
住
し
、
必

要
な
資
格
を
持
っ
て
社
会
福
祉
法
人

等
に
就
職
す
る
人
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

○
福
祉
人
材
確
保
支
援（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
等
福
祉
人
材
支
援
）
補
助
金

U
・
I
タ
ー
ン
者
等
が
福
祉
事

業
所
に
雇
用
さ
れ
た
と
き
に
、

就
職
奨
励
金
５
万
円
、
就
職
後

１
年
経
過
し
た
と
き
に
継
続
奨

励
金
５
万
円
。
ま
た
、
福
祉
資

格
の
取
得
に
要
し
た
経
費
（
上

限
10
万
円
）、
市
外
か
ら
引
っ

越
し
た
際
に
要
し
た
経
費
（
上

限
10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

○
家
賃
補
助
金

本
人
名
義
で
契
約
す
る
民
間
賃
貸

住
宅
の
家
賃
の
一
部
を
年
額
18
万

円
上
限
と
し
て
、
3
年
間
補
助
。

最
大
54
万
円
ま
で
で
す
。

○
奨
学
金
返
還
支
援
補
助
金

申
請
年
度
内
に
返
還
し
た
奨
学
金

の
額
の
う
ち
年
額
10
万
円
上
限
と

し
て
、
5
年
間
補
助
。
最
大
50
万

円
ま
で
で
す
。
就
職
支
援
連
携
協

定
大
学
等
か
ら
の
新
卒
採
用
者

は
、
初
年
度
の
み
10
万
円
を
加
算

し
て
支
給
し
ま
す
。（
新
規
申
請

は
、令
和
5
年
３
月
31
日
で
終
了
）

　

一
貫
し
た
幼
児
教
育
保
育
の
実
施
を
目
的
に

「
丹
波
市
こ
ど
も
園
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
平

成
18
年
12
月
に
策
定
し
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
31
年
４
月
に
は
、
市

内
全
13
園
が
開
園
し
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
看
護
師
や
支

援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
病
児
保
育
や
特
別
支
援

保
育
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心
豊
か
で
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
を
柱
と
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
が
自
信
を
持
っ
て
人
生
を
切
り
拓
き
、
よ
り

よ
い
社
会
を
創
り
出
す
力
を
育
む
教
育
を
小
中

学
校
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
海
外
と
の
交
流

や
、
英
語
検
定
の
受
験
費
用
の
補
助
な
ど
、
英

語
力
の
向
上
と
と
も
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
培

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

子 ど も た ち の 輝 く 未 来 の た め に

人 を 支 え る プ ロ に な る 人 を 応 援 “ハイブリッド施設群”による健康・医療・福祉・子育て機能の充実

Health center Milne / Tamba city School of Nursing
In these latter days, as the population declines due to the declining birthrate and the aging of 
society, the necessity of a regional comprehensive health care system is rising.
"Health Center Milne", which plays a core role in health and childcare support for infants and 
elderly people, was established in July of 2019, in collaboration with the adjacent "Prefectural 
Tamba medical center".
We established a medical examination center and a health department (in charge of the city’s 
health sector) in Milne, and by combining with the "Prefectural Tamba Medical Center", health 
examinations, health guidance, infant health examinations and detailed examinations can be 
conducted on the same day. By strengthening collaboration among institutions, it is possible 
to receive accurate treatment at an early stage and create an environment where busy people 
are able to get medical consultation.
Additionally, the "Child Development Support Center" provides advanced care for children 
with developmental disabilities, and the Tamba city School of Nursing trains health-care 
professionals. 
By consolidating the functions of "health, medical, welfare and childcare" and by strengthening 
cooperation, we aim to establish a hybrid facility group that can respond precisely to a wide 
range of needs, from infants to the elderly people.

Securing welfare personnel
In the midst of a shortage of human resources for welfare, we will provide the following support 
to those who obtained city residency and wish to work for a social welfare corporation, for the 
purpose of securing human resources related to welfare and promoting settlement and residence 
to the city.
○ Retaining care professionals subsidy
Those who moved from outside Tamba city to work for enlisted care facilities are eligible for 50,000 
yen upon hiring, and an additional 50,000 yen upon completion of one year of employment. Also, 
subsidies may be applied to cover a part of the cost of obtaining related licenses (maximum of 
100,000 yen) and/or moving costs if relocated from outside of the city (maximum of 100,000 yen). 
〇 Apartment rent fee subsidy
A portion of the rent of private housing contracted under the name of the applicant themselves is 
subsidized for 3 years with the upper limit of 180,000 yen per year, to a maximum of 540,000 yen.
〇 Scholarship return assistance subsidy
As there is an upper limit of 100,000 yen per year of the amount of scholarship money to be 
returned within the application period, it is subsidized over 5 years, to a maximum of 500,000 yen.
According to the employment support collaboration agreement, new graduate recruiters from 
universities etc. are paid by adding 100,000 yen for the first year only.(Application closed as of 
March 31st, 2023)

Consistent early childhood 
education
In December 2006, we formulated 
the "Bas ic  Pol icy  on Tamba City 
Kindergarten" for the purpose of 
imp lement ing  cons i s ten t  ea r l y 
childhood education and childcare, 
a s  we l l  a s  imp rov ing  ce r t i f i ed 
kindergartens. As of April 2019, there 
are 13 kindergartens open throughout 
the city.
In order to respond to diverse needs, 
we are also working to improve nursing 
care and nursing special support such 
as arranging nurses and support staff .
We aim to create an environment 
where children who will lead in the 
future can be nurtured and able to live 
healthily and happily.

Developing human resources 
who can play an active part in 
the world.
Education at elementary and junior 
high schools are developing systems 
that nurture students' ability to 
create a better society with assurance 
in each child's confi dence regarding 
English education, utilization of ICT 
equipment and the promotion of 
career education.
We have begun efforts to cultivate 
a  sp i r i t  o f  cha l l eng ing  l im i t s 
for  improving Engl ish sk i l l s  by 
promoting overseas exchange using 
the Internet, and providing subsidies 
for examination fees for English tests.

健
康
セ
ン
タ
ー
ミ
ル
ネ
・
市
立
看
護
専
門
学
校

所在地：丹波市氷上町石生（JR 石生駅より徒歩 15 分）所在地：丹波市氷上町石生（JR 石生駅より徒歩 15 分）

健診センター待合ホール

県立丹波医療センター県立丹波医療センター

丹波市健康センターミルネ丹波市健康センターミルネ

丹波市立看護専門学校丹波市立看護専門学校
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木の駅プロジェクト

有機農業

丹波布

Biz ステーションたんば

自分らしく生きる - T U RN  WAV E -

住まいるバンク

人 が 夢 を も っ て い き い き と 輝 く 丹 波 市

　

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
市
民
参
加
型
の
森

林
整
備
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。

　

伐
採
し
た
木
材
を
薪
に
加
工
し
、
ス
ト
ー
ブ
や
ボ

イ
ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
還
元
さ
せ
る
こ
と
で
、
森
林

資
源
を
市
内
で
循
環
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
や
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
、
里
山
保
全
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

森
林
整
備
で
山
の
水
源
涵か

ん

養
機
能
が
保
全
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
燃
料
）
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
で
、
国
外
へ
流
出
し
て
い
た
化
石
燃
料
等

の
燃
料
費
を
市
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
豊
か
な
里
山
の
暮
ら
し
を
未
来
の
子
ど

も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
生
産
者
か
ら
消
費
者
が

手
を
取
り
合
い
な
が
ら
大
切
な
地
域
資
源
を
守
っ
て

い
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
と
し
て
、栽
培
技
術
講
習
会
を
開
催
し
、

地
域
の
生
産
技
術
の
向
上
を
図
り
、
安
定
供
給
体
制

を
整
え
る
こ
と
で
、
有
機
農
産
物
の
産
地
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
丹
波
市
立
農み

の
り

の

学
校
」
で
は
、
里
山
の
資
源
・
資
本
を
生
か
し
た
有

機
農
業
の
技
術
や
経
営
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
の
担

い
手
と
な
る
農
業
者
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

丹
波
布
は
「
し
ま
ぬ
き
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
末
期

か
ら
明
治
末
期
に
か
け
て
丹
波
佐
治
郷
で
盛
ん
に
織

ら
れ
て
い
た
手
織
木
綿
で
す
。

　

綿
を
糸
車
で
紡
ぎ
、
草
木
で
染
め
、
手
機
で
織
り
、

緯た
て
い
と糸

に
く
ず
繭
を
入
れ
る
の
が
特
徴
で
、
国
の
選
択

無
形
文
化
財
で
あ
り
、
県
の
伝
統
的
工
芸
品
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
作
業
な
ら
で
は
の
温
か
み
の
あ
る
風
合
い
と
渋

い
色
味
の
素
朴
さ
の
中
に
、
独
特
の
縞
柄
が
モ
ダ
ン

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま
す
。

　

丹
波
布
の
技
術
と
伝
統
は
、
若
い
世
代
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
起
業
を
目
指
す
方
、
ま
た
市
内
事
業
者
の

経
営
安
定
や
事
業
拡
大
に
向
け
た
販
路
開
拓
、
商
品

開
発
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
な
ど
新
た
な
事
業
活
動

や
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
ア
イ
デ
ィ

ア
提
供
や
計
画
立
案
、
そ
し
て
実
行
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
ま
で
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

丹
波
市
の
産
業
振
興
を
ト
ー
タ
ル
的
に
支
援
す
る

拠
点
と
し
て
、
経
営
に
精
通
し
た
専
門
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
設
置
し
、
相
談
者
の
実
情
に
応
じ
た
ア
ド
バ

イ
ス
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

丹
波
市
は
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
叶
え
る
た
め
に

生
活
す
る
場
所
を
選
び
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
農み

の
り

あ
る

暮
ら
し
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流

れ
で
子
育
て
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
こ
に
い
て
も

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
暮
ら
し
方
が
あ
り
ま
す
。

　

確
か
に
、
便
利
さ
に
足
り
な
い
も
の
は
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
丹
波
市
の
暮
ら
し
に
は
、
自
慢
し

た
く
な
る
魅
力
が
あ
り
、
暮
ら
し
の
豊
か
さ
は
揃
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

通
じ
て
「
田
舎
と
都
会
の
い
い
と
こ
ど
り
」
を
叶
え
、

あ
な
た
の
「
移
住
し
て
よ
か
っ
た
」
を
応
援
す
る
サ

イ
ト
で
す
。

　

市
内
に
あ
る
空
き
家
を
地
域
資
源
と
据
え
、
有

効
活
用
す
る
た
め
に
、
空
き
家
情
報
サ
イ
ト
「
住

ま
い
る
バ
ン
ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
住
ま
い
る
バ
ン
ク
」
は
、
市
内
に
あ
る
空
き
家

を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
方
の
物
件
情
報
を
集
め
、

空
き
家
を
買
い
た
い
・
借
り
た
い
方
へ
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
行
っ

て
い
ま
す
。

Kinoeki Project
Kinoeki project is an initiative implementing 
civil participation in forest maintenance.
By processing logged timber into fi rewood 
and returning it  as  fuel for stoves or boilers, 
we aim for forest resources to be circulated 
within the city, for the local production 
of energy for regional consumption, the 
creation of a sustainable community, and 
conservation of mountains in the village 
vicinity.
In addition to preserving the mountain 
waters  susta inabi l i ty  through forest 
maintenance, by utilizing it as an energy 
source (fuel), it becomes possible to divert 
the expenses of fossil fuels, etc.

住まいるバンク
URL（https://teiju.info/smilebank/）

Organic farming
Tamba city  announced a v is ion of 
becoming an “Organic Village” where the 
citizens cherish its locality, farmers and 
citizens work hand in hand, and to sustain 
its rich natural and cultural resources for 
the future generations. In order to realize 
such a vision and grow as a production 
area of organic produce, the city offers 
training sessions to increase productivity 
and stability in supply. Also “Tamba 
City Farming School” offers classes on 
cultivation techniques and management 
to help the graduates with market entry 
and becoming farmers locally. 

Tamba-nuno
（Tamba city's traditional crafts）
Tamba-nuno is known as "Shimanuki", a 
hand-woven cotton which was woven 
actively in Tamba Saji Town from the end of 
the Edo period to the end of the Meiji era.
It is characterized by spinning cotton, 
dyeing it with vegetation, weaving it by 
hand, and putting waste cocoon in weft. It is 
considered a cultural aspect of the country, 
and it is also designated as a traditional 
craftwork of the prefecture.
A unique striped pattern creates a more 
modern feeling through the warm and rustic 
texture unique to handwork and its sobor 
tones.
The technology and tradition of Tamba- 
nuno  has  been  handed  down  f rom 
generation to generation.

Biz station Tamba
In order to support new businesses, in 
areas such as: entrepreneurship, stable 
management ,  product  development , 
the development of sales channels,  the 
planning of new services, and the digital 
transformation, we support you by providing 
ideas, planning, and following up with your 
business afterward. 
As a base that provides total support for 
the industrial development in Tamba, we 
provide professional knowledgeable advisors 
for business management, and provide 
advice depending on each entrepreneur’s 
situation.

Lifestyle
Choose a place of living in order to realize 
your dream. Enjoy the slow life filled with 
local activities, nature and farming culture. 
Raise children in an environment full of space 
to run and be free. These are a few examples 
of lifestyles you may find in Tamba. Though 
it may lack in urban convenience, things that 
matter like lush nature, unique history and 
rich culture make up a place where many 
people fi nd joy in country living. 
Our portal site “TURN WAVE” is where you can 
have a glimpse into a potential future, helping 
you fi nd your ideal lifestyle in Tamba.

Smilebank
In order for empty houses in the city to be 
considered as regional resources and to make 
effective use of them, we opened a vacant 
house information website called "Smilebank". 
"Smilebank" collects information on the 
properties of people willing to: 1) Sell vacant 
houses in the city · 2) Buy vacant houses · 3) 
Provide information to people who want to 
borrow vacant houses· 4) Match buyers and 
sellers within the community.

TURN　WAVE
URL（https://teiju.info/）
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丹波竜のちーたん
TAMBA-RYU-CHI-TAN

市　章
City Emblem

丹波市の木 もみじ
City Tree : Maple

丹波市の花 かたくり
City fl ower : Dogtooth violet
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■自動車で
・舞鶴若狭自動車道 春日 IC から約 20 分
・北近畿豊岡自動車道 氷上 IC から約 5 分

■鉄道で
JR 福知山線石生駅からバスまたはタクシーで約 10 分

　市内から京阪神圏域へは、舞鶴若狭自動車道及び中国自動車
道を利用して約 1 時間 30 分。
　春日 IC から延びる北近畿豊岡自動車道の延伸により、但馬地
域へのアクセスが格段に向上し、広域の交通アクセスが非常に
便利になりました。
　鉄道は、JR 福知山線・JR 加古川線あわせて市内に 8 駅が存在
し、JR 大阪駅までの所要時間は、柏原駅及び谷川駅から特急電
車で約 1 時間 10 分と比較的短時間での移動が可能。

Access to Tamba City Hall (main government building)
Access to Tamba City Hall (main government building)
▪ By car
　·About 20 minutes from Kasuga IC on Maizuru Wakasa Expressway
　·About 5 minutes from Hikami IC on Kitakinki Toyooka Expressway
▪ By train
About 10 minutes by bus or taxi from JR Fukuchiyama Line Iso Station

Improvement of the transportation network
~ Convenient access~
From the city to the Kyoto,Osaka and Kobe area takes about 1 hour 30 minutes using 
the Maizuru Wakasa Expressway and the Chugoku Expressway.
Extension of the Kitakinki Toyooka Expressway extending from Kasuga IC greatly 
improves access to the Tajima area, making it very convenient for wide-area traffi  c 
access.
There are 8 stations along the JR Fukuchiyama Line and the JR Kakogawa Line and 
the time required to reach JR Osaka Station is approximately 1 hour 10 minutes from 
Kaibara station and Tanigawa station, a relatively short travel time.

丹波市役所（本庁舎）へのアクセス

交通網の整備 ～アクセスが便利に～


